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皮膚障害物質データシート  

 

Disperse Yellow 64 
 

  化学構造式

(Structure  )

 

 化学物質名 Disperse Yellow 64 
(Generic Name) C.I.Disperse Yellow 64 

ディスパースイエロー 64

 元素組成、分子量 C18H10BrNO3　=　 368.19
(Molecular Formula, 
Molecular Weight）

NITE-CHRIP ID C006-173-38A

 用途 分散染料

(Use, Activity)

 

化合物情報、皮膚障害情報 

　Disperse Yellow 64 は、主にポリエステル、アセテート繊維の染色に用いられているキ

ノリン系の分散染料である。また、メガネフレーム、先セル等のアセテート樹脂製のもの

は、Disperse Yellow 64  等の分散染料が用いられて着色されることがある。

　Disperse Yellow 64 は、アレルギー誘発性染料として文献に記載されている（1,2）が、

 繊維製品の着用によるアレルギー性接触皮膚炎の報告は少ない。

　Disperse Yellow 54、Disperse Yellow 64、Solvent Yellow 33 は、化学構造類似(図－１)

のキノリン系色素である。Disperse Yellow 64 は、繊維製品に含有したアレルギー性接触

皮膚炎の報告がある(3)。中でも Solvent Yellow 33 は、化粧品分野で使用され、アレルギ

ー性接触皮膚炎の報告がある(4-12)。Solvent Yellow 33 については、研究が進められ、動

物実験等により、強い感作性が認められている(13-18)。Disperse Yellow 54、Disperse 
Yellow 64、Solvent Yellow 33 のアレルギー性接触皮膚炎の報告によると、これら色素間

は交差反応の可能性がある(19,20  )。
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図－１　Disperse Yellow 54、Disperse Yellow 64、Solvent Yellow 33  キノリン系色素

 

　2017 年に布製帽子によるアレルギー性接触皮膚炎が発生し、NITE に事故情報が報告さ

れた。事故情報処理テストの結果、黒色生地部分から Disperse Yellow 64 が検出され、パ

ッチテストで陽性反応（Disperse Yellow 64 1%pet +）を示したことからアレルギー性接

 触皮膚炎の原因物質として確認された。
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